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第 １ 章 

 

総 則 
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第 １条 目  的 

本特記仕様書は、令和８年度 輪島市水道施設テレメータ設備光回線化工事における電

気機器の製作、運搬、組立、据付及び配線工事から最終調整の試運転に至る工事の特記仕

様書である。 

 

第 ２条 適用基準 

本工事は以下に準じて施工する。 

(1) 契約書 

(2) 現場説明事項 

(3) 設計図書（特記仕様書、設計書） 

(4) 日本水道協会「水道施設設計指針」2024 

(5) 日本水道協会「水道維持管理指針」2022 

(6) 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境部監修 

「電気設備工事共通仕様書」「電気設備工事監理指針」 

(7) 日本水道協会「水道施設耐震工法指針・解説」2022 

(8) 日本建築センター「建築設備耐震設計・施工指針」2014 

(9) 日本水道協会「水道工事標準仕様書 設備工事編」2010 

(10)日本産業規格（ＪＩＳ） 

(11)日本電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ） 

(12)日本電気工業会標準規格（ＪＥＭ） 

(13)電気設備技術基準 

(14)日本電線技術委員会標準資料 

(15)その他関連諸規則及び規則  

 

第 ３条 工事場所 

輪島市 石休場町 外 地内 

 

第 ４条 受渡期日 

受渡期日は完成検査合格後とする。 

 

第 ５条 概  要 

輪島市上水道事業の中央監視システムにおいて、ＮＴＴアナログ専用回線サービス

提供終了による伝送路の変更及び機器更新を目的に行うもので、これに伴う電気設備

工事である。 
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第 ６条 技術講習 

受注者は工事完成後、遅滞なく必要に応じて監督員の指示する時期に、現場において 

設備の操作、維持管理上必要な講習を行うこと。この講習に必要な説明資料等について 

は、受注者の負担とする。 

 

第 ７条 保証期間 

万一保証期間中に、受注者の責任に帰すべき原因による事故等が発生した場合には、

受注者は監督員の指示に従い、無償にて改修、補修または新品との交換等を行わなければ 

ならない。 

 

第 ８条 工場検査 

機器については、必要に応じて製作工場にて監督員の立会により製品（工場）検査を

受けるものとする。 

 

第 ９条 総合試運転 

本工事は総合試運転を含むものとする。 

 

第１０条 既設設備との取り合い 

本工事は、既設の水道施設システムの一部を更新するものであり、既設と関連する箇所 

がほとんどであり、新旧の取り合い及び切替が工事の重要な要件となる。 

工事に際しては、電気設備はもちろんのこと、機械設備、既存の土木建築構造物等も充  

分調査し、完成後の正式運用に支障をきたすことのないよう充分に配慮すること。 

また、更新する機器と既設部分との接続は当然のこと、信号の授受を行う必要があり、

既設部分の製造者と今回採用する機器の製造者が異なった場合、通信規格、ソフトウェア

等の違いなどにより、本工事の設計目的に沿った正常な接続が不能となることが想定され

る。そのような他製造者との製品相互の接続には、既設機器納入者及び製造者よりプログ

ラム内容の開示を受けるか、正常接続のための機器導入や専用の技術が必要となる。 

従って、これらに該当すると思われる部分については入札に際し、応札者の判断でそれ

らの費用を考慮すること。それらの理由で発生する新たな費用について、落札後の増額は

認めないものとする。 

 

第１１条 その他 

      この工事は、いしかわ週休２日工事（週単位の現場閉所）の対象である。これは「いし

かわ週休２日工事実施要領」及び「いしかわ２日工事実施要領細則」を準用するものとす

る。 
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第 ２ 章 

 

電 気 設 備 工 事 
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第 １ 節  概   要 

 

第 １条 概  要 

中央監視システムの更新に伴う電気設備工事である。 

 

第 ２条 工事項目 

(1) テレメータ ---------------------------------------------  ８台 

(2) ＩＰコンバータ ------------------------------------------- １２台 

(3) 盤機能増設 ----------------------------------------------  １式 

(4) 据付配線工事 --------------------------------------------  １式 
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第 ２ 節  機 器 仕 様 

 

第 １条  テレメータ 

      １．目  的     親子局テレメータにて、各施設の機器の状態、運転・制御・故障信号の 

     情報を送受信するためのものである。 

   ２．数  量   ８台 

３．設置場所   1）輪島浄水場 テレメータ盤 (親局テレメータ×１台) 

   （設置台数）    2）姫田取水場 計装・テレメータ盤 （子局テレメータ×１台） 

     3）熊野ポンプ場 計装テレメータ盤 （親局テレメータ×１台） 

        4）本江送水ポンプ場 計装テレメータ盤 （親局テレメータ×１台、 

子局テレメータ×１台） 

     5) 下二行配水池 計装テレメータ盤 （子局テレメータ×１台） 

     6) 長井ポンプ場 計装盤 （親局テレメータ×１台） 

7) 二俣配水池 テレメータ計装盤 （子局テレメータ×１台） 

   ４．対向方式   １：N 方式 【対象機場：熊野ポンプ場、本江ポンプ場、下二行配水池、

長沢配水池（仮設）】 

        １：１方式 【対象機場：上記以外】 

５．伝送回線   ＶＰＮ光回線 

    ６．入出力点数  既設同様 

 

第 ２条  ＩＰコンバータ 

      １．目  的     機器の状態、運転・制御・故障信号を変換し、光回線での伝送を可能に 

するためのものである。 

   ２．数  量   １２台 

３．設置場所   1）輪島浄水場 テレメータ盤 （２台） 

 （設置台数）     2）姫田取水場 計装・テレメータ盤 （１台） 

     3）第１配水池 計装テレメータ盤 （１台） 

     4）熊野ポンプ場 計装テレメータ盤 （１台） 

        5）本江送水ポンプ場 計装テレメータ盤 （２台） 

     6) 下二行配水池 計装テレメータ盤 （１台） 

     7) 長井ポンプ場 計装盤 （１台） 

8) 二俣配水池 テレメータ計装盤 （１台） 

     9) 石休場送水ポンプ場 計装テレメータ盤 （１台） 

     10) 石休場配水池 配水池計装テレメータ盤 （１台） 

 



 

7 

   

 

第 ３条  盤機能増設 

      １．目  的     テレメータおよびＩＰコンバータにて、機器の状態、運転・制御・故障 

信号の情報を送受信する伝送方式の変更を行うためのものである。 

   ２．数  量   １式 

３．対象盤   1）輪島浄水場 テレメータ盤 

     2）姫田取水場 計装・テレメータ盤 

     3）第１配水池 計装テレメータ盤 

     4）熊野ポンプ場 計装テレメータ盤 

        5）本江送水ポンプ場 計装テレメータ盤 

     6) 下二行配水池 計装テレメータ盤 

     7) 長井ポンプ場 計装盤 

8) 二俣配水池 テレメータ計装盤 

     9) 石休場送水ポンプ場 計装テレメータ盤 

     10) 石休場配水池 配水池計装テレメータ盤 

 

４．機能増設内容（各盤につき） 

    1) 親局・子局テレメータ   必要台数は第２節第１条参照 

    2) ＩＰコンバータ    必要台数は第２節第２条参照 

    3) ルーター取付余地   １台    

    4) 内部配線およびその他      １式 
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第 ３ 節  据 付 配 線 工 事 

 

第 １条  据付工事 

１．工事範囲 

(1) 機器の据付  ×１式 

 

第 ２条  配線工事 

１．工事範囲 

(1) 動力計装配線工事    ×１式 

 

第 ３条 その他 

１．配線及びケーブルは、仮設ケーブルを除き原則としてＥＭケーブル（通称：エコケーブ 

ル）を使用する。盤内配線に関しても、ＥＭケーブルを使用する。 

２．維持管理を考慮した施工を行うものとする。 

３．今回工事に係わるＮＴＴ(株)への回線契約・解除等の手続きについては受注者が行い、 

施設としてきちんと機能することが確認されてから引渡すこと。 

４．ＶＰＮ光回線対象施設においては、ルーターはＮＴＴ(株)の支給品とする。また、対象 

盤内までの光回線引込作業はＮＴＴ(株)の施工範囲とする。配線ルートは事前調査を 

行うものとし、施工時期は施設運用に支障がないよう監督員との打合せの上、調整を行 

うこと。 
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第 ３ 章 

 

試 運 転 
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第 １ 節  概   要 

 

第 １条  概 要 

       試運転は各据付け工事が終了し、全設備が所期の目的通り安全確実に運転できること 

      を確認する為、機器単体をはじめ、設備全般を対象に行うものとする。尚、事前に監督 

      員に工程表を提出し、打合せを行ない、事故、破損等のなき様充分留意すること。 

      また、必要に応じて監督員が立ち会うものとする。 

 

第 ２条  試験項目 

      次の項目により行うものとする。 

        (1) 単体試験 

        (2) 組合せ試験 
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第 ２ 節   試運転内容 

 

第 １条 単体試験(各設備の据付工事に含む) 

      据付け完了後の機器単体調整試験及び動作確認試験（シーケンス試験）等をいい、次の 

     作業を含むものとする。 

       (1) 保護装置の動作チェック、設定値の確認、リレー試験等 

       (2) タイマー、補助リレー、その他制御機器の動作チェック、設定及び試験 

  (3) 中央監視装置の対向試験 

 

第 ２条 組合せ試験 

       本工事と他工事あるいは、既設装置などとの機器の良好な動作及び機能的関連等を 

確認する必要がある場合の試験並びに機器間、盤間の試験、官公庁立ち会い試験、模擬 

負荷試験等実負荷をかけずに行う各種試験を必要に応じて行う。 

 


